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研究の要約 

 本研究は，小学校外国語科「話すこと［やり取り］」における「自分の

考えを伝え合うことができるようにする」ための Small Talk の効果的

な実施方法について探ることを目的としている。 

Small Talk の『①見通しをもつ②やってみる③想起する④意識して使

う』という指導過程に，フォーカス・オン・フォームの手法を適用し，

指導を行った。 

その結果，教師が目的をもって指導に臨むことができるとともに，指

導を通して，児童はやり取りを継続しようとする姿勢が育ち，自分の考

えを伝え合うことができるようになっていった。また，児童自身が話せ

るようになったと実感することができ，学習への意欲を高めることにも

つながった。 
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Ⅰ 問題の所在 

  

『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説

外国語活動・外国語編』（以下『解説』）には，

話すこと[やり取り]の目標として，「（イ）日

常生活に関する身近で簡単な事柄について，自

分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的

な表現を用いて伝え合うことができるように

する。」１）と示されている。 

『平成31年度全国学力・学習状況調査 中学

校外国語科』では，『話すこと』の領域において，

問われていることが分かれば，自分の考えなど

をなんとか伝えようとする粘り強さや意欲が

見られるという良さがある一方で，全体的に課

題が多く，特に情報や考えなどを即興でやり取

りすることに課題があるという結果が出てい

る。また，『小学校英語教育に関する調査研究報

告書』（平成29年）では，小学校英語の現状とし

て，「『外国語への慣れ親しみ』『コミュニケー

ションへの積極性』に大きな成果が上がってい

ることがわかる」２）と述べられている一方で，

「外国語活動が歌やゲームだけで終わってし

まい，児童が自分の立場で自分の考えや気持ち

を指導者や友達と伝え合うコミュニケーショ

ンにまで至っていないのではないか」２）と課題

が挙げられている。以上のことから，外国語教

育では，自分の考えや気持ちを伝え合うことがで

きる児童の育成が求められていることが分かる。 

この現状を受け，高学年の新教材では，対話

的な言語活動として，Small Talkが設定された。

しかし，自己の実践を振り返ると，Small Talk

を行ったことがなく，児童が自由に伝え合う機

会もなかった。また，相手に聞き返したり，あ

いづちを打ったりするなどの対話を続けるた

めの表現の指導が不十分であったと感じる。 

そこで本研究では，小学校外国語科「話すこ

と[やり取り]」目標（イ）について，「自分の

考えを伝え合うことができるようにする」ため

の，Small Talkの効果的な実施方法について探

ることとした。 

Ⅱ 研究の目的 

 

小学校外国語科「話すこと[やり取り]」にお

いて，「自分の考えを伝え合うことができるよう

にする」ためのSmall Talkの効果的な実施方法

について探る。 

 

Ⅲ 研究の方法 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 研究の構想 

３ 研究仮説及び検証の視点と方法 

４ 検証授業の計画と実施 

５ 検証授業の分析と考察 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

 

 話すこと［やり取り］の目標は前述の通り，

「（イ）日常生活に関する身近で簡単な事柄に

ついて，自分の考えや気持ちなどを，簡単な語

句や基本的な表現を用いて伝え合うことがで

きるようにする。」であるが，ここでは，この目

標について詳しく読み解くとともに，それを基

にした本研究における「付けたい力」の定義を

示す。また，Small Talkとは何か，さらに，Small 

Talk を効果的に実施する（「付けたい力」を付

けることにつなげる）ために適用したフォーカ

ス・オン・フォームについて簡単に説明する。

そして最後に，本研究で実施した，フォーカス・

オン・フォームの手法を適用した Small Talkに

ついて述べる。 

⑴ 話すこと[やり取り]の目標について 

ア 「日常生活に関する身近で簡単な事柄」とは 

『解説』には，「食べることや食べ物，衣類

を着ることや衣類，遊ぶことや遊びの道具など，

児童が日々の中で繰り返す出来事や習慣的な
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こと，あるいはその中で用いたり，接したりす

るものなどを指している。」３）と示されている。 

イ 「自分の考えや気持ちなど」とは 

直山（2019）は，子どもが自分の立場で自分

の考えや気持ちを伝え合う，いわゆる「本当」

のことを伝え合う活動が中心とならねばなら

ないと述べている。 

山田（2017）は，身近で簡単な事柄について，

自分はどう思うのか，どう考えるのかというこ

とが「自分の考えや気持ち」であると述べてい

る。また，「自分の考えや気持ちなど」の「など」

に相当するものとしては，「事実」や「自分の考

えや気持ちの理由」が考えられると述べている。 

ウ 「簡単な語句や基本的な表現」とは 

『解説』２ 内容（１）英語の特徴やきまり

に関する事項に示された表現である。 

⑵ 「自分の考えを伝え合うことができるよう

にする」とは 

『解説』には，「やり取りがある程度は継続

するように，相手が言ったことを繰り返したり，

応答したり，質問したりすることができるよう

になるための指導も必要である」４）と示されて

おり，外国語科におけるやり取りは，繰り返し

や応答，質問ができるようになることが求めら

れていることが分かる。そこで，本研究では上

記を踏まえ，「自分の考えを伝え合うことがで

きるようにする」とは，「やり取りを継続させな

がら，既習表現も含めた表現を用いて『自分の

考え』を伝え合うことができる」と定義する。 

⑶ Small Talkとは 

『小学校外国語活動・外国語研修ガイドブッ

ク』（平成 29 年）には，Small Talk について

「（前略）身近な話題について，（中略）授業の

初めに相手を替えて，１～２分程度の対話を２

回程度行う対話的な言語活動である。」５）と示さ

れるとともに，「５年生では指導者の話を聞く

ことを中心に，６年生はペアで伝え合うことを

中心に行う。」６）と示されている。 

また，Small Talk設定の意図として，①既習

表現を繰り返し使用できるようにしてその定

着を図る。②対話を続けるための基本的な表現

（以下「対話方略」）の定着を図る。と示されて

いる。 

山田（2018）は，Small Talkを①見通しをも

つために，教師と児童がやり取りを行う。②ま

ずやってみるために，児童同士でやり取りを行

う。③想起するために指導する。④意識して使

うために，児童同士でやり取りを行う。という

過程で行うことで，指導の効果を高めることが

できると考えると述べている。そこで本研究で

は，この指導過程を用いることとした。併せて

児童が未習である「対話方略」の指導を行って

いくこととした。図１に示したものが，本研究

における Small Talkである。 

 

 

図１ 本研究における Small Talk 

 

⑷ フォーカス・オン・フォームとは 

和泉（2016）は，フォーカス・オン・フォー

ムとは，「『言語習得の３要素』（後述）に十分配

慮して，意味内容を授業の中心に据えつつも，

必要に応じて学習者の注意を形式に向けさせ

ていく試みである。言語形式（後述）を，コミ

ュニケーションと引き離した形で教えるので

はなく，できるだけ意味あるコンテクストの中

で指導することによって，３要素の結びつきの

習得を狙いとしている。」７）と述べている。 

「言語習得の３要素」とは，音声，語彙，文

法，綴りなどのことを指す「言語形式」，何を伝

えるかという伝達内容のことを指す「意味内

容」，いつ，どのような場面で，何のためにそれ

を使うかという「言語機能」のことである。 

 

① 教師と児童のやり取り

② 児童と児童のやり取り
１回目

④ 児童と児童のやり取り
２回目

③ 指導

１ Smile

２ あいさつ

３ くり返し
（たしかめ）

４ 一言感想

５ さらに質問

対 話 方 略
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⑸ Small Talk にフォーカス・オン・フォーム※

を適用する理由 

 Small Talkの指導過程は，図２で示したよう

に，フォーカス・オン・フォームを取り入れた

授業手順と似ているところがあると言える。 

 

図２ Small Talkの指導過程とフォーカス・ 

 オン・フォームを取り入れた授業手順 

 

授業手順が似ているということは，フォーカ

ス・オン・フォームの指導に用いられる手法を

Small Talk の指導にも用いることができるの

ではないかと考えた。このことから本研究では，

Small Talkの指導過程にフォーカス・オン・フ

ォームの手法を適用すれば，より効果的な指導

につながるのではないかと考え，これを取り入

れることとした。 

⑹ Small Talkの指導過程と適用するフォー

カス・オン・フォームの手法 

フォーカス・オン・フォームの手法には様々

なものがあるが，児童やこれまでの授業実践の

実態等を踏まえ，その中から Small Talk の指

導過程に適用できるものを選択し，図３に整理

した。 

 

 

 

 

                                                   
※  フォーカス・オン・フォームにはいくつか種類があり，本研究ではそのうちの統合型フォーカス・オン・フォームと呼ばれる授業手順

を表している。詳しくは和泉伸一『フォーカス・オン・フォームと CLILの英語授業』2016年を参照。 

図３ Small Talkの指導過程と適用する 

 フォーカス・オン・フォームの手法 

 

⑺ フォーカス・オン・フォームの手法について 

適用したフォーカス・オン・フォームの手法

を授業の中でどのように用いたのか以下に述

べる。 

ア インプットフラッド 

 教師が既習内容や使用してほしい表現を用

いて，２，３名の児童とやり取りを行う。教師

と児童のやり取りを示し，どのような表現を使

用できるか，どのような内容を伝えたらよいの

かということについて，児童に意識付けを図る。

また，全体にも質問を投げかけることで，自分

事として考えさせる。 

イ リキャスト 

 児童が間違った表現をした場合，教師が正し

い表現で言い直すようにする。また，児童が単

語で発話した場合には，主語＋動詞を用いて正

しい表現で発話したり，言い方に悩んでいたら

「I want…」とヒントを与えたりする。 

ウ タスクの繰り返し（１回目） 

 １人目とのやり取りの経験を２人目のやり

取りに生かすことができるよう，対話者を替え，

２人の児童とやり取りを行わせる。 

エ タスク後のモデル提示 

児童が対話方略を知り，次の活動で意識して

使用することを促すために，モデル提示を行う

Small Talkの指導過程

① 教師と児童のやり取り

フォーカス・オン・フォームを取り入れた授業手順

② 児童と児童のやり取り １回目

④ 児童と児童のやり取り ２回目

③ 指導

理解可能なインプットを豊富に与える

見通しをもつ

まずやってみる

想起する

意識して使う

コミュニケーション活動を行う

必要に応じて言語形式に注意を向け，指導
を行う

コミュニケーション活動を行う

Small Talkの指導過程

① 教師と児童のやり取り

フォーカス・オン・フォームの手法

② 児童と児童のやり取り １回目

④ 児童と児童のやり取り ２回目

③ 指導

見通しをもつ

まずやってみる

想起する

意識して使う

・ インプットフラッド（input flood）… 教えたい言語項目がやり
取りの中に頻繁に出てくる
ようにする

・ リキャスト（recast）… 学習者の間違いを教師が正しく言い直す

・ タスクの繰り返し… 同じ活動，もしくは似た活動を繰り返し行う
（task repetition）

・ タスク後のモデル提示… アウトプット活動の直後に，モデルと
（post-task modeling） なるインプットを見せて，自己のアウト

プットとモデルのインプットを比べさせる
・ 活動後の振り返り … 活動後に，もう一度振り返る時間を設け，
（post-task reflection）内容面だけでなく，言語面の確認を行う

・ タスクの繰り返し… 同じ活動，もしくは似た活動を繰り返し行う
（task repetition）
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ことで，３頁図３の①，②の段階では意識でき

ていなかった対話方略に気付かせる。未習の対

話方略の表現についても，児童自身が表現を選

択し使用できるよう，複数の例を提示する。 

オ 活動後の振り返り 

児童が分からない，知りたい内容を全体で想

起し，答えを導き出す。教師から正しい表現を

提示するのではなく，児童の既有の知識を引き

出し，児童の意見を認めながら，全体で表現方

法を探っていく。 

カ タスクの繰り返し（２回目） 

 ウで述べたように，ここでも２人の児童とや

り取りを行わせる。なお，Small Talkの指導過

程②と④も「タスクの繰り返し」と考えること

ができる。そのため，指導内容を生かしたやり

取りを行うことができると考えられる。 

 

２ 研究の構想 

 

⑴ 研究構想図 

 これまで述べてきた基礎的研究に基づき，研

究の構想図を図４に示す。 

 

 

図４ 研究構想図 

 

⑵ 指導上の留意事項 

ア Small Talkの指導過程と目指す児童の姿 

 Small Talk実施に際しては，それぞれの指導

過程において「何のためにこの活動を行うの

か」，言い換えると，それぞれの指導過程におい

て，児童にどのような姿になってほしいかを意

識するようにした。山田（2018）が既習表現を

想起させるために必要な過程を，「見通しをも

ち，やってみて，想起して，意識して使う」と

述べていることを基にして考えた目指す児童

の姿を表１に示す。 

 

表１ Small Talkにおける指導過程と目指す児童の姿 

 

イ Small Talkの各指導過程 

(ア) 教師と児童のやり取り 

教師と２，３名の児童のやり取りがメインで

はあるが，教師の発話にその他の児童が自由に

反応したり，困っている児童の発話を他の児童

が助けようとしたりすることを受け入れ，全体

で確認しながらやり取りする雰囲気をつくる。 

(イ) 児童と児童のやり取り（１回目） 

 時間を設定し，その間はやり取りを継続する

よう指示を出すこととした。そうすることで，児

童はやり取りを継続させるために，対話方略や

表現方法を知りたいという思いをもつことがで

きると考えた。また，分からない言葉は日本語で

もよいことを伝えることで，児童に安心感を与

えるようにすることとした。児童の活動中には，

机間指導を行い，何について聞き取るのか視点

を絞ったり，児童の良い点や課題となる点を見

取ったりし，把握した実態を基に次の「指導」の

過程において指導する内容を考えるようにした。 

(ウ) 指導 

 前の「児童と児童のやり取り（１回目）」の過

程において，児童が英語で言いたくても表現で

きなかったものやコミュニケーションの取り方

に関する質問について，児童全員で考えさせる

① 教師と児童のやり取り

② 児童と児童のやり取り
１回目

④ 児童と児童のやり取り
２回目

③ 指導

１ Smile

２ あいさつ

３ くり返し
（たしかめ）

４ 一言感想

５ さらに質問

対 話 方 略

本研究におけるSmall Talk

・ インプットフラッド
・ リキャスト

・ タスク後のモデル提示
・ 活動後の振り返り

・ タスクの繰り返し

・ タスクの繰り返し

フォーカス・オン・
フォームの手法

話すこと[やり取り]において，自分の考えを伝え合うことができるようになる

Small Talkの指導過程 目指す姿 評価規準

① 教師と児童のやり取り
・ テーマに沿ってやり取りしようと

する。

・ ②において，テーマに
沿ってやり取りしようとし
ている。

② 児童と児童のやり取り
（１回目）

・ 積極的にやり取りする。
・ 積極的にやり取りしてい
る。

③ 指導

・ 学んだことを生かしてやり取りに
つなげる。

・ 表現を想起する際に，自分の知識
を活用し，英語で表現しようとする。

・ ④において，学んだこと
を生かしてやり取りにつな
げている。

④ 児童と児童のやり取り
（２回目）

・ ③の指導を基に，積極的にやり取
りする。

・ ③の指導を基に，積極的
にやり取りしている。
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こととした。その際，できるだけ児童の言葉で表

現させることとした。また，想起しようとしたこ

と自体を認め，児童の考えようとする姿勢を引

き出すようにした。内容によっては児童にとっ

て難しいものもあり，児童に答えを導き出させ

るのか，教師が答えを示すのか，その場で適切な

判断を行うようにした。 

(エ) 児童と児童のやり取り（２回目） 

使用してほしい表現や挑戦してほしいことを

意識させ，１回目のやり取りよりもできたとい

う実感につなげられるよう心がけることとした。

また，２回目でできなかったことや分からなか

ったことを次回への課題とするように児童へ伝

えるようにした。 

ウ 対話方略の指導 

 Small Talk に慣れていない児童の実態を考

慮し，学習中は，対話方略を一度に示すのでは

なく，第１時に「Smile・あいさつ」，第２時に

「くり返し」，第４時に「一言感想」，第６時に

「さらに質問」というように，対話方略を段階

的に示し，指導を行うこととした。 

 

３ 研究仮説及び検証の視点と方法 

 

⑴ 研究仮説 

小学校外国語科「話すこと[やり取り]」におい

て，フォーカス・オン・フォームの手法を適用

して Small Talk を実施すれば，自分の考えを

伝え合うことができるようになるだろう。 

⑵ 検証の視点と方法（表２参照） 
 

表２ 検証の視点とその方法 

 

 

４ 検証授業の計画と実施 

 

⑴ 検証授業（全８時間） 

ア 期 間 令和元年 10月 17日～11月８日 

イ 対 象 小学校 第５学年 33名 

ウ 内 容 

〇 単 元 名 

Lesson6 ほしいもの（ひろしま型カリキュラム） 

Unit8 What would you like?（We Can！①） 

〇 単元目標 

ほしいものを伝え合ったり，丁寧に注文し

たいものを尋ねたり答えたりして，自分の考

えを伝え合うことができる。                                                    

（＊ 単元目標は，思考力，判断力，表現力等

の観点に関わる目標以外は省略する。） 

〇 評価規準 

ほしいものを伝え合ったり，丁寧に注文し

たいものを尋ねたり答えたりして，自分の考

えを伝え合うことができる。 

※評価規準の具体については，表３及び資料１

に示す。 

 

表３ 単元の評価規準の具体 

資料１ 評価規準の具体の発話例 

 

エ 単元計画 

単元計画は６頁表４に示している。毎時間あ

いさつの後に Small Talk を入れ，毎時間テー

マを変更して行った。 

  検証の視点 検証の方法 

１ 

Small Talkの指導を通して，自

分の考えを伝え合うことができる

ようになったか。 

観察，発話記録 

事後調査 

ワークシート 

２ 

フォーカス・オン・フォームの手

法を適用した Small Talk の指導

は有効であったか。 

観察，発話記録 

事後調査 

ワークシート 

自分の考えを

伝えている

対 話 方 略

くり返し 一言感想 さらに質問

A

Bに加え，相手
にほしいものを
尋ねることがで
きている。

Bに加え，相手
の発話を[主語
+動詞]でくり返
している。

相手の発話に
対して「一言感
想」を言ってい
る。

相手に文で「さ
らに質問」をし
ている。

B
I want ～.を使
用し，ほしいも
のを伝えている。

相手の発話をく
り返している。

相づちとして発
話している。

相手に単語で
「さらに質問」を
している。

C ほしいものを伝
えていない。

相手の発話をく
り返していない。

「一言感想」を
言っていない。

「さらに質問」を
していない。

B評価の児童

Game!

Wii? 3DS? Switch?

3DS.

I want a pen.

Yes.

I want blue.

A評価の児童
I want a game.

I want 3DS.

What do you want?

You want a pen.

I see.

What color do you want?

相手の発言をくり返している。
A: 「主語+動詞」でくり返して
いる。

相手に単語で「さらに質問」
をしている。
A:相手に文で「さらに質問」

をしている。」している。

I want～を使用し，ほしいも
のを伝えている。
A:相手にたずねることもでき
ている。

相づちとして発話している。
A:相手の発話に対して「一言

感想」を言っている。
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５ 検証授業の分析と考察 

  

本項では，５頁表２に示した２つの視点で検

証授業の効果の分析を行った結果とその背景

について示す。 

⑴ 検証の視点１：Small Talkの指導を通して，

自分の考えを伝え合うことができるようになっ

たか。 

ここでは，「自分の考えを伝え合うことがで

きるようになったか」に係る事後調査の結果を

量的に示すとともに，その具体的な状況を示す

ために視点１に係る抽出児童の変容について

述べることとする。 

ア 事後調査の結果 

 表５は事後調査の個人の結果を示している。

「対話方略」の評価として，Ａ２点，Ｂ１点，

Ｃ０点とし，３観点の合計が，５～６点はＡ評

価，２～４点はＢ評価，０～１点はＣ評価と判

断した。 

 そして，「自分の考えを伝えている」と「対話

方略」の評価がＡとＡであればＡ評価，ＡとＢ

またはＢとＢであればＢ評価，その他はＣ評価

として最終的な評価を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５ 事後調査の結果 

A      17 
B      16 
C       0 

表４ 単元計画（全８時間＋事後調査） 
 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 事後調査・ 

   再調査 

ね
ら
い 

ほしいものをたず

ねたり答えたりす

る表現が分かる。 

ほしい食べ物をた

ずねたり答えたり

する。 

ほしい食べ物を伝

え合う。 

丁寧にほしいもの

をたずねたり答え

たりする表現が分

かる。 

丁寧にほしいもの

をたずねたり答え

たりする。 

値段をたずねたり

答えたりする表現

が分かる。 

オリジナルメニュ

ーを考え，伝え合

う。 

先生のためのオリジ

ナルメニューを考

え，丁寧に注文した

り答えたりする。 

内容 

２人組でテーマに

ついて，既習表現

や対話を続けるた

めの基本的な表現

を使用しながら，

自分の考えを伝え

合う。 

 

○事後調査 

対象…児童全員 

（出席番号順でペ

アを組む） 

テーマ…【誕生日

にほしいもの】 

 

○再調査 

対象…希望者 

*希望者の中で自

由にペアを組む 

テーマ…【クリス

マスにほしいもの】 

学 

習 

活 

動 

あいさつ あいさつ あいさつ あいさつ あいさつ あいさつ あいさつ あいさつ 

Small Talk 

【動物】 

笑顔 
あいさつ 
 

Small Talk 

【動物】 

笑顔 
あいさつ 
くり返し 

Small Talk 

【食べ物】 

笑顔 
あいさつ 
くり返し 

Small Talk 

【食べたい日本食
（Japanese food）】 
笑顔 
あいさつ 
くり返し 
一言感想 

Small Talk 

【ほしいおかし
（Halloween）】 
笑顔 
あいさつ 
くり返し 
一言感想 

Small Talk 

【食べたい給食】 
笑顔 
あいさつ 
くり返し 
一言感想 
さらに質問 

Small Talk 

【ほしいもの】 

笑顔 
あいさつ 
くり返し 
一言感想 
さらに質問 

Small Talk 

【ほしいもの 
（1000円以内）】 
笑顔 
あいさつ 
くり返し 
一言感想 
さらに質問 

慣れ親しむ活動 
単語発音練習 
表現の練習 
チェーンドリル 

慣れ親しむ活動 
単語発音練習 
表現の練習 

慣れ親しむ活動 
カレーライスに入
れたい材料を伝え
合う 

慣れ親しむ活動 
Let’s Listen１ 
表現の練習 
 

慣れ親しむ活動 
Let’s Chant 
表現の練習 
 

慣れ親しむ活動 
Let’s Listen３ 
数字練習 
表現の練習 

慣れ親しむ活動 
発音練習 

慣れ親しむ活動 
Let’s Chant 
表現の復習 

 コミュニケーシ

ョン活動 

コミュニケーシ

ョン活動 

 コミュニケーシ

ョン活動 

コミュニケーシ

ョン活動 

Small Talk 

【自分のためのオリ

ジナルメニュー】 

コミュニケーシ

ョン活動 

Writing 

ふり返り 

あいさつ 

ふり返り 

あいさつ 

ふり返り 

あいさつ 

ふり返り 

あいさつ 

ふり返り 

あいさつ 

ふり返り 

あいさつ 

ふり返り 

あいさつ 

ふり返り 

あいさつ 

使
用
す
る
表
現 

What do you want? 

I want ~. 

What do you want? 

I want ~. 

What do you want? 

I want ~. 

What would you 

like? 

I’d like  ~. 

What would you 

like? 

I’d like  ~. 

How much? 

It’s ~ yen. 

What would you 

like? 

I’d like ~. 

How much? 

It’s ~ yen. 

What would you 

like? 

I’d like ~. 

How much? 

It’s ~ yen. 

 

１（抽出児童A） A A A A A A

2 A A A A A A

3 A A A A A A

4 A A A B A A

5 A A A A A A

6 A A A B A A

7 A A A B A A

8 A A A B A A

9 A A A A A A

10 A A A A A A

11 A A A B A A

12 A A A A A A

13 A A A A B A

14 A A A A B A

15 A A A A A A

16 A A A A A B

17 A A A A A A

18（抽出児童B） B A B B B A

19（抽出児童C） B A B B B A

20 B A B B B B

21 B A B A C A

22 B A B A C A

23 B A B A B C

24 B A B A C C

25 B A B A C C

26 B A B A B C

27 B A B A A C

28 B A B A A C

29 B A B A B C

30（抽出児童D） B A B A C C

31 B A B B B A

32 B A B A A C

33 B B B B B A

さらに
質問

対話方略自分の考
えを伝え
ている

評価

くり返し 一言感想
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６頁表５に示すように，全児童が「自分の考

えを伝え合うことができている」ことが分かる。

「自分の考えを伝えている」がＢ評価の児童に

ついては，対話者に自ら質問したが，「Do you 

want?」と尋ね「What」が欠落していたためＢ評

価となった。 

イ 抽出児童の変容 

(ｱ) 児童Ａ 

 

資料２ 児童Ａの発話記録 

 

 

児童Ａは，これまでも英語に触れた経験があ

り，英語で話すことにも抵抗を感じていなかっ

た児童である。検証授業中は，教師の発話に対

して答えたり，つぶやいたり，学習で学んだこ

とを毎時間実践しようとしたりしている様子

が伺えた。 

資料２に示すように，児童Ａは指導を通して，

使用表現を増やすことができていた。「You want 

tennis goods.」と「くり返し」を行い，対話者

の発話を受けて，テニス道具の種類や色に関し

て「さらに質問」を行っている。さらに，

「That’s good.」と「一言感想」も発話するこ

とができている。質の高いやり取りを行うこと

ができるようになった。 

  

(イ) 児童Ｂ 

 

資料３ 児童Ｂの発話記録 

 

 

 児童Ｂは，学習前は英語に対する苦手意識が

強く，日本語を話してしまうことが多かった児

童であるが，検証授業においては，教師の発話

に対して答えたり，つぶやいたりするなど，意

欲的な姿が見られた。 

資料３に示すように，事後調査では発話量が

増え，発話内容の質の高まりが見られた。対話

者の発話を単語で「くり返し」を行い，相手の

発話に対して「Oh-.」と相づちを打っている。

また，２番目にほしいものについて，自信はな

さそうであったが文で「さらに質問」を行って

いる（※１）。さらに，｢Why?｣と質問されたが（※

２），児童Ｂは最初理解ができず聞き返した。す

ると対話者がジェスチャーをつけ，｢Why?｣と質

問した。そこで，児童Ｂは理由を聞かれている

ことに気付き，既有の知識を用いて返答するこ

とができた。学習を繰り返すことで，児童Ｂは

徐々に自信をつけ，事後再調査も希望した。児

童Ｂは，本研究において付けたい力を付けただ

けでなく，「表現したい」という意欲が高まった

様子も伺うことができた。 

児童A 児童

How are you?
I’m fine.
How are you?

I’m so good.
Do you like dogs?

…
Do you like dogs?

Yes.
Do you like pig?

No.
Do you like cow? 

んー。

第１時 １人目 30秒 事後調査 ２人目 １分３５秒

児童

Hello.

I’m fine.
How are you?

Let’s talk about Xmas present.
OK?

I want tennis goods.

Yes.

I want tennis racket and tennis racket grip.

Yes.

I want … mm… white.

Yes.
What do you …
What do you want?

You want books.

What books do you like?

Science book?

What science book do you like?

You want 自由自在book.

Yes.
Nice talking to you.
Thank you.

児童A

Hello.

How are you?

I’m so good.
Let’s

OK.
What do you want?

Oh, you want tennis goods.

What tennis goods do you want?

Oh-! Tennis racket grip?

What color tennis color grip?

Oh, you want white.

That’s good.

I want …mm … books.

Yeah!

I want …ｍｍ…science book.

Yes.

Mm-, I want mm-. あーえっと。
Title is 自由自在
で，あー 自由自在mini pocket book.

Yes.

Nice talking to you.
Thank you.

児童B

まじ英語嫌いなんだって。

Hello. Fine?
あー。

I’m fine.
How are you?

じゃけぇ，言ったら
何々ですって

あっ。聞くの？
えーっと。Shark!

第１時 １人目 30秒 事後調査 ２人目 １分３３秒

児童B
Hello.

How are you?

I’m fine.
Let's talking about want.

I want bag.

What do you want?

Game, Oh-.
Switch?

Switch.
Two …two want?

Second.

New shoes.

I want smart phone.

Why?

Smart phone. No. 

to you.
Bye.

児童

Hello.

I’m fine and you?

OK.
What do you want?

You want bag,

I want game.

Yes, switch.

Second?

Mmm… Second. Mmm….
New shoes.

What do you want second?

You want smart phone.
Why? Why?

Why?

Oh-. OK.
Nice talking to you.

Bye.

（※１） 

（※２） 
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(ウ) 児童Ｃ 

 

資料４ 児童Ｃの発話記録 

 

 

 児童Ｃは，英語に苦手意識があるわけではな

いが，これまでは，英語で何と言ったら良いの

か分からず，沈黙のまま時間が経過してしまう

ことがあった。検証授業中においてもその様子

はあまり変わらず，教師が促した発音は行うが，

つぶやくことはしていなかった。 

しかし，事後調査を見ると，学習で学んだこ

とを実践することがなかなかできず，十分に身

に付いていない表現もあるものの，資料４に示

したように，「What do you want?」や「I want」

等，何度も繰り返した表現については，使用す

ることができるようになった。また，正しい表

現ではないものの，対話者の発話を「I want 

smart phone.」と「くり返し」を行ったり，「Yes.」

とあいづちをうったり，「What second do you 

want?」と「さらに質問」を行ったりしている。

振り返りでは「もっと相手に伝わりやすくなり

たい。」と自分自身の課題を挙げていた。 

 

 

 

 

(エ) 児童Ｄ 

 

資料５ 児童Ｄの発話記録 

 

 

児童Ｄは，これまで英語に触れたことはなか

ったが，学習に前向きに取り組み，学んだこと

を着実に習得してきた児童である。検証授業中

も，教師の発話に対して答えたり，つぶやいた

り，学習で学んだことを実践しようとしたりす

るなど意欲的な様子が伺えた。 

資料５に示すように，事後調査では，「What do 

you want?」や「I want」を使用して話し，対話

者のヒントも受けながら「You want glove.」と

「くり返し」を行うことができた。しかし，「一

言感想」や「さらに質問」は行わなかった。し

かし，振り返りでは，Small Talkを楽しんでお

り，「沈黙がなくなった。」と自分自身の成長を

振り返っていた。 

ウ 検証の視点１のまとめ 

以上で述べてきたように，児童は対話方略を

用いてやり取りを継続させながら，既習表現も

含めた表現を用いて自分の考えを伝え合うこ

とができるようになっている。これらのことか

ら，Small Talkの指導を通して，「自分の考えを

伝え合うことができるようになった」と言うこと

ができる。 

児童C 児童

むずっ。動物かぁ…。
Let's … Let's…
Let's animal. 
I like 

What animal do you like?
What animal do you like?

えー。Dog. 
It's. 

It's dog.
What animal do you like?

I like, I like, I like monkey.
えー。次何がある？好きな動物…。
何か他の動物…

第１時 １人目 30秒 事後調査 ２人目 １分08秒

児童C 児童

Hello.
Hello.

How are you?
I'm fine. 
How are you?

I'm fine. 
Let's talk about …
何だっけ？

(ジェスチャー)
want!! 
OK?

OK.
What do you want?

I want game soft.

Game soft.
Yes.

Blue? White? Pink? Green?
White!

White!

What do you want?
I want smart phone.

I want smart phone.
Let's … あっ。ちがう。
What do you second want?

I want スマホ．
What second do you want?

I want bag.
Nice talking to you.

bye.

Thank you.
Thank you.

第１時 １人目 30秒 事後調査 １人目 43秒

児童Ｄ 児童

Hello. Hello.
How are you?

I'm fine.
How are you?

I'm fine.
Yes.Yes.
Yes.
えーとー。

何だっけ？何だっけ？
じゃあなんちゃらアニマル

あっ。Do you like animal?
そう聞かれても答えられない。

日本語だめだよ。
だってしゃべれんのん

じゃもん。
Japanese no.

No,Jananese.
えー。

Japanese no.

児童Ｄ 児童

Hello.
How are you?

I’m sleepy.
How are you?

I’m fine.
Let’s talking about want.
OK?

OK.
What do you want?

I want new pencil case.
Oh, you want

new pencil case.
Wow!

What do you want?
I want new glove.

You want …
new glove.

Glove.
Yes, yes.
Nice talking to you.
Thank you.

Thank you.
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⑵ 検証の視点２：フォーカス・オン・フォーム

の手法を適用した Small Talk の指導は有効で

あったか。 

ここでは，「フォーカス・オン・フォームの

手法を適用した Small Talkの指導は有効であ

ったか」に係る検証授業（対話方略の指導を

行った授業を抽出）における抽出児童の姿を

示すとともに，手立てが機能していた背景に

ついて述べることとする。 

ア 目指す児童の姿と抽出児童の姿の比較 

（ア） 教師と児童のやり取り 

この段階では，児童の姿は見取ることができ

ないため，次の指導過程における児童の姿にお

いて検証する。 

（イ） 児童と児童のやり取り（１回目） 

 

表６ 目指す児童の姿との比較 

（児童Ａ）

 

（児童Ｂ） 

 

（児童Ｃ） 

 

（児童Ｄ） 

 

 

表６に示すように，全ての抽出児童が①の目

指す姿を達成できていることが分かる。その手

立てとして機能したのが，「インプットフラッ

ド」である。何度か繰り返してモデルを示すこ

とで，児童は活動の見通しをもつことができて

いた。教師と児童のやり取りの間に，自分の考

えをまとめたり，ヒントを得たりしていた。一

方，「リキャスト」については，個人の間違いに

対して行うため，他の児童に効果があったかど

うかは判断することができなかった。 

②の目指す姿についても全ての抽出児童が

達成できていることが分かる。その手立てとし

て用いた「タスクの繰り返し」は機能していた

と言える。児童は，２人とやり取りを行うこと

で，分からなかったことを友達から学ぶことが

できたり，伝えたいが伝えられないことに気付

いたりすることができたと考える。 

（ウ） 指導 

この段階では，児童の姿は見取ることができ

ないため，次の指導過程における児童の姿にお

いて検証する。 

（エ） 児童と児童のやり取り（２回目） 

 

表７ 目指す児童の姿との比較 

（児童Ａ） 

 

目指す姿 1 2 4 6 7

〇 〇 〇 〇 〇

「Do you like
～？」を用いて質
問しており，テー
マを捉えることが
できていた。

「Let's talk
about～.」を用
い，教師のやり取
りを参考にしてい
た。

教師の発話に反応
していた。テーマ
に沿ってやり取り
しようとしてい
た。

教師の発話から，
新たな対話方略に
気付き，「さらに
質問」を行おうと
した。

教師の発話に対し
て反応していた。
対話方略を用い，
やり取りしようと
していた。

〇 〇 〇 〇 〇

困ることなく，１
人目も２人目も自
分からやり取りを
進めていた。

やり取りをリード
しており，「あい
さつ」や質問を
行っていた。

１人目に「くり返
し」を行うことを
忘れていたことに
気付き，２人目で
言うことができ
た。

相手に理由を尋ね
ようとした。やり
取りをリードして
行っていた。

対話者に応じて
「さらに質問」の
内容を変えてい
た。やり取りを
リードしていた。

児
童
と
児
童
の
や
り
取
り
（

１
回
目
）

①
　テーマに沿っ
てやり取りしよ
うとする。

②
　積極的にやり
取りする。

目指す姿 1 2 4 6 7

〇 〇 〇 〇 〇

教師の発話に反応
していた。英語で
表現することはで
きないが，テーマ
について話そうと
していた。

１人目には好きな
動物の尋ね方を忘
れてしまったが，
animalを使用して
質問しようとして
いた。

教師や友達の発話
に反応していた。
wantの使用に戸惑
うが，何とかやり
取りしようとして
いた。

主語+動詞で「く
り返し」を行った
友達に感心してい
た。テーマに沿っ
てやり取りしてい
た。

教師の発話に対し
て，「Pink ?
Black? White?」
と つぶやいてお
り，対話者にもそ
の質問を行ってい
た。

〇 〇 〇 〇 〇

単語での発話では
あるが，好きな動
物を伝えることは
できた。

２人目の発話が参
考となり，likeを
使用して尋ねたり
答えたりすること
ができた。２番目
に好きな動物を聞
こうとした。

単語での「くり返
し」を行い，対話
者の発話を参考に
しながら，やり取
りしていた。

単語での「くり返
し」，自分から質
問を行ってやり取
りしていた。

単語での「くり返
し」，選択肢を示
した「さらに質
問」を用いながら
やり取りしてい
た。

児
童
と
児
童
の
や
り
取
り
（

１
回
目
）

①
　テーマに沿っ
てやり取りしよ
うとする。

②
　積極的にやり
取りする。

目指す姿 1 2 4 6 7

〇 〇 〇 〇 〇

教師の発話に反応
していた。「What
animal do yo
like?」を用いて
質問していた。

「I like」を用
い，テーマに沿っ
てやり取りしよう
としていた。

wantを使用し，
テーマに沿ってや
り取りしようとし
ていた。

戸惑いながらも教
師とやり取りしよ
うとした。テーマ
に沿ってやり取り
しようとしてい
た。

自ら質問を行い，
テーマに沿ってや
り取りしようとし
ていた。

〇 〇 〇 〇 〇

２人目には１人目
の発話を参考に
し，正しい表現で
はないが，It's
を使用して好きな
動物を答えてい
た。

表現の仕方は間
違っていたが　２
人目の際には自分
から質問して，や
り取りしていた。

対話者の発話に影
響を受けながら，
やり取りしてい
た。「I don't
like」を用いて話
そうとした。

「くり返し」「一
言感想」を用いて
いないが，wantを
使用してやり取り
していた。

主語+動詞の「く
り返し」を行うこ
とができた。「さ
らに質問」しよう
としていた。

児
童
と
児
童
の
や
り
取
り
（

１
回
目
）

①
　テーマに沿っ
てやり取りしよ
うとする。

②
　積極的にやり
取りする。

目指す姿 1 2 4 6 7

〇 〇 〇 〇 〇
教師の発話に反応し

ていた。「Do you
like animal?」と質
問した。対話者が日

本語で話すことに対
して「Japanese
no.」と言った。

あいさつを行い，
好きな動物を伝え
ることができた。

教師の発話に反応
し，自分の考えを
伝えていた。テー
マに沿ってやり取
りしようとしてい
た。

教師の発話に反応
し，伝えたい内容
を考えていた。
テーマに沿ってや
り取りしようとし
ていた。

教師の発話に対し
て反応していた。
テーマに沿ってや
り取りしようとし
ていた。

〇 〇 〇 〇 〇

２人目の際には，
「I like ～.」を
使用して話すこと
ができた。

２人目の際に，
「What animal do
you like?」と尋
ねていた。

「くり返し」を行
うことができた。
対話者が「くり返
し」を行う際，言
い間違いに気付
き，正しい表現を
伝えていた。

「くり返し」「一
言感想」を用い，
「さらに質問」を
してやり取りを継
続させようとし
た。

対話者の「さらに
質問」に答え，
「一言感想」を用
いてやり取りし
た。

児
童
と
児
童
の
や
り
取
り
（

１
回
目
）

①
　テーマに沿っ
てやり取りしよ
うとする。

②
　積極的にやり
取りする。

目指す姿 1 2 4 6 7

〇 〇 〇 〇 〇

どんな質問ができ
るか自分の意見を
発表した。「あい
さつ」の言い方を
理解した。

「くり返し」につ
いて理解し，相手
の発話を繰り返し
ていた。

「一言感想」につ
いて理解した。２
番目や３番目に好
きなものの尋ね方
を考えようとし
た。

質問のタイミング
を難しく感じてい
たが，友達のアド
バイスを参考にし
ていた。「さらに
質問」を理解し
た。

既有の知識を活用
し，友達の質問に
答えようとしてい
た。

〇 〇 〇 〇 〇

「Let's talk
about～.」を用い
てやり取りを始
め，「Nice talking

to you.」も用い
た。

主語+動詞の「く
り返し」を行い，
「How are you?」
と聞くことを忘れ
ないようになっ
た。

「くり返し」だけ
でなく，「一言感
想」の「Me,too.」
を用いてやり取り
していた。

「くり返し」「一
言感想」に加え，
「さらに質問」の
「Why?」を使用し
た。

やり取りの内容に
合わせて質問の種
類を変えた。
「Why?」を使用す
ることができた。

児
童
と
児
童
の
や
り
取
り
（

２
回
目
）

③
　学んだことを
生かしてやり取
りにつなげる。
　表現を想起す
る際に，自分の
知識を活用し，
英語で表現しよ
うとする。

④
　③の指導を基
に，積極的にや
り取りする。
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（児童Ｂ） 

 

（児童Ｃ） 

 

（児童Ｄ） 

 

 

表７に示すように，全ての抽出児童が③の目

指す姿を達成できていることが分かる。手立て

として機能していたのが，「タスク後のモデル

提示」と「活動後の振り返り」である。「タスク

後のモデル提示」によって，児童は「対話方略」

について理解し，使用することを意識して次の

活動に取り組むことができたと考えられる。ま

た，「活動後の振り返り」についても，質問した

児童だけでなく，他の児童も振り返ることがで

きたり，新しい表現を得ることができたりする

ことが学びにつながっていた。既有の知識で課

題を解決していくことを児童は楽しんでいた。

自分の言葉で考えた表現が使用できることも

意欲につながったようである。 

④の目指す姿については，児童Ａ・Ｂ・Ｄは

ほぼ達成できていることが分かる。そのため，

手立てとして用いた「タスクの繰り返し」が機

能していたと言える。しかし，児童Ｃについて

は，目指す姿が達成できたとは言えない。その

ため児童Ｃには「タスクの繰り返し」が機能し

ていなかったと言える。児童Ｃは積極的にやり

取りを行おうとしていたが，③の指導をすぐ生

かすことができなかった。 

イ 手立てが機能していた背景 

(ア) 児童Ａ 

 児童Ａは指導内容を着実に身に付け，表現が

豊かになっていった。 

 検証授業中に，相手意識をもたせるようにし

たことで，児童Ａはやり取りの際の発話のタイ

ミングに難しさを感じ，第６時の指導の際に質

問を行った。 

 

資料６ 児童Ａが質問した場面の様子 

 

  

 資料６に示すように，児童Ａの質問に対して

教師も答えたが，その他の児童に意見を求めた。

すると，児童の言葉で発話のタイミングについ

て意見を述べた。児童同士でやり取りを行うこ

とが多いからこそ，児童からのアドバイスが児

童Ａにとって参考となったようである。相手の

様子を伺いすぎず，時には発話が重なっても，

その時に折り合いをつけていくことが自然な

やり取りであると感じることができたのでは

ないかと考える。やり取りを行う際には，表現

方法を身に付けさせるだけでなく，相手意識を

もたせることが大切である。 

 

目指す姿 1 2 4 6 7

〇 〇 〇 〇 〇

「What animal do
you like?」と自
分から質問するこ
とができた。

主語+動詞の「く
り返し」の仕方を
理解した。

「Me,too.」と「一言

感想」を用い，自信
をもって単語で「く
り返し」を行ってい

た。「Let's talk
about ～.」を初めて

自分で言った。

正しい表現ではな
いが，「さらに質
問」をしようとし
た。また，対話者
に促され，「How
about you?」を使
用した。

「What?」と尋ね
てしまったが，
「さらに質問」で
ある「Why？」と
尋ねようとした。

〇 △ 〇 〇 〇

likeを使用して尋
ねたり答えたりす
ることができた。

やり取りの継続を意
識し，３人目の発話
を参考にして，４人

目に臨んでいた。単
語で「くり返し」を

行った。

「くり返し」「一
言感想」を用いな
がら，やり取りし
ていた。

３人目の発話を参
考にし，選択肢を
示した「さらに質
問」を行ってい
た。

単語での「くり返
し」，いくつかの
「さらに質問」を
用いてやり取りし
ていた。

児
童
と
児
童
の
や
り
取
り
（

２
回
目
）

③
　学んだことを
生かしてやり取
りにつなげる。
　表現を想起す
る際に，自分の
知識を活用し，
英語で表現しよ
うとする。

④
　③の指導を基
に，積極的にや
り取りする。

目指す姿 1 2 4 6 7

〇 〇 〇 〇 〇

「How are you?」
を用いてやり取り
を始めることがで
きていた。

「くり返し」が難
しとつぶやいてお
り，主語+動詞の
「くり返し」の仕
方を理解してい
る。

単語だけで「くり
返し」を行っても
いいこと,「一言
感想」について理
解した。

「さらに質問」に
ついて理解した。

「さらに質問」と
してどのような質
問が行えるか理解
した。

△ △ △ △ △

伝えたいことを英
語で表現すること
ができず，うまく
やり取りが行えて
いなかった。

「くり返し」を用い
ることができなかっ
た。３人目の発話を

参考にし，４人目と
やり取りした。like

だけでなくhaveを使
用しようとした。

「くり返し」「一
言感想」を行うこ
とができなかっ
た。wantとlikeが
混在していた。

「さらに質問」を
行うことができな
かった。主語+動
詞の「くり返し」
を行うことができ
た。

対話者によってほし
いものを変え，やり
取りを継続させよと

するが，対話方略を
使用することができ

なかった。

児
童
と
児
童
の
や
り
取
り
（

２
回
目
）

③
　学んだことを
生かしてやり取
りにつなげる。
　表現を想起す
る際に，自分の
知識を活用し，
英語で表現しよ
うとする。

④
　③の指導を基
に，積極的にや
り取りする。

目指す姿 1 2 4 6 7

〇 〇 〇 〇 〇

「I'm fine and
you?」を使用して
いた。「Let' s
talk about
animal.」を使用
していた。

時間が余ってしま
うと質問し，解決
方法を探った。
likeだけでなく
haveを使用しよう
とした。「くり返
し」の仕方を理解
した。

「Me, too.ではな
い」と「一言感
想」を用いて反応
していた。主語+
動詞で「くり返
し」を行った。

「さらに質問」と
して指導した
「How about
you?」を使用し
た。

「Why?」や「What

dog do you want?」
と「さらに質問」
を行った。

〇 〇 〇 〇 〇

指導内容を用いて
やり取りし，１回
目よりも質の高い
やり取りをするこ
とができた。

「くり返し」を行
うことができ，
likeだけでなく
wantも使って話そ
うとした。

「くり返し」「一
言感想」を用いて
やり取りしてい
た。

対話者の丁寧な尋
ね方にも対応し，
丁寧に答えること
ができた。「さら
に質問」を用い
た。

やり取りをリード
しながら「くり返
し」や「さらに質
問」を用いてやり
取りしていた。

児
童
と
児
童
の
や
り
取
り
（

２
回
目
）

③
　学んだことを
生かしてやり取
りにつなげる。
　表現を想起す
る際に，自分の
知識を活用し，
英語で表現しよ
うとする。

④
　③の指導を基
に，積極的にや
り取りする。

Ａ児：What?って聞くタイミングをどういう風にしたらい

いか分からない。質問のときどういうタイミング

で言えばよいか分からない。  

Ｔ ：難しいよね。とっても難しいから，相手の様子を見

ながら，やるしかないかもしれないね。こうやって

みたらいいという意見は？ 

Ｓ１：そういうときは「くり返し」が終わってからその後

にWhat?って聞いたらいいと思います。 

Ｓ２：外国人と話しているわけではなくて，緊張せずに，

友達と話すのだから，間違えてもいいつもりで，思

いっきり話せばいいと思います。 

Ｔ ：Good idea.（拍手がおこる）いい気付きだったよ。      

みんな心配しなくていいよ。 
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(イ) 児童Ｂ 

 児童Ｂは検証授業を行う間に徐々に自分の

ことを伝え合うことができるようになり，英語

に対する意欲も増した児童である。教師の発話

に対して反応したり，繰り返したりするなど，

思ったことを日本語でも英語でもすぐに言葉

にする傾向があった。 

 検証授業中は，児童の意欲を引き出すために，

常に「できなくても大丈夫。」「少しずつレベ

ルアップしていこう。」と前向きな言葉をかけ

たり，「Let’s challenge!」と励ましたり，「Nice 

challenge!」「Good job!」と褒めたりするよう

心がけていた。相手に伝える方法は言葉だけで

なく，ジェスチャーがあることも確認し，児童

にできるかもしれないと思わせるようにした。 

 第４時の指導の際，児童Ｂを指名し，資料７

に示すように「くり返し」について確認した。 

 

資料７ 教師と児童Ｂとのやり取り 

 

  

 主語+動詞の「くり返し」が難しいと感じてい

た児童がいた中で，児童Ｂは自然と単語で「く

り返し」を行っていた。そこで児童Ｂに手本と

なってもらい，単語での「くり返し」を行わせ

た。ここで単語での「くり返し」を認めたこと

で，他の児童も「くり返し」を抵抗なく行うこ

とができるようになった。そして，発話を価値

付けたことが，児童Ｂの自信にもつながったと

考える。その後の検証授業においても，児童Ｂ

は文で言えなくても，単語で伝えたり，ジェス

チャーで伝えたりしながら，やり取りを行って

いた。いずれは文で言えるようにすることが必

要であるが，児童ができるかもしれない，伝え

たいという思いをもって Small Talk に取り組

めるように教師が仕組んでいく必要があると

考える。 

(ウ) 児童Ｃ 

 児童Ｃは，前述したように，学習中は指導内

容を基にしたやり取りを行うことが難しかっ

たが，８頁資料４に示したように事後調査では，

「くり返し」「一言感想」「さらに質問」を行

うことができた。検証授業中の児童の様子から

その要因を探る。 

「くり返し」は第２時に指導を行った。学級

全体で練習した際には，主語+動詞で「くり返し」

を行うことができており，理解していた。しか

し，その後の児童とのやり取りでは，「くり返

しが難しい。」とつぶやいており，「くり返し」

を行うことができなかった。第３時でも状況は

変わらず，「くり返し」の難しさを実感してい

た。第４時では単語での「くり返し」でもよい

ことを確認したが，単語での「くり返し」も行

わなかった。資料８，９に示すように，第５時

に初めて「くり返し」を行うことができた。 

 

資料８ 第５時１人目とのやり取り 

 

 資料９ 第５時３人目とのやり取り 

 

Ｔ ：先生の繰り返してくれる？ 
   I want sushi. 

Ｂ児：えっ。えっ。（戸惑いながら）Sushi? 
Ｔ ：Yes！ 分かった今の？ 

I want sushi.って言ったら「くり返し」は？ 

Ｓ他：You want sushi! 
Ｔ ：そう。その言い方もあるけど，今みたいに， 

I want sushi. 

Ｂ児：Sushi. 
Ｔ  ：でもいいんです。相手の言ったことを繰り返

して，それでもいい。 

Ｓ他：えっ。 
Ｔ ：もしYou wantが難しかったら，相手の言った 

言葉だけでもいいから繰り返してみよう。 

児童Ｃ       児童 

What do you want? 
えー。It's cookie.  
      You want cookie. 
Yes.  
      Me, too. 
What …？  
      I want chewing gum. 
Oh-. Chewing gum. 

児童Ｃ       児童 

      What do you want? 
I want apple.  
      Apple. 
What do you want?  
      I want potato chips. 
           Yes? 
Yes．  
           You want apple. 
Yes.  
You want potato chips. 
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第５時では，教師と児童のやり取りの際，教

師とやり取りを行った児童２名が「くり返し」

を行った。やり取り後に「くり返し」ができて

いたことに触れて褒めたことで，児童Ｃに「く

り返し」を意識付けられたのかもしれない。そ

の後１人目の対話者の発話を単語で繰り返し，

３人目の対話者の発話を主語+動詞で繰り返す

ことができた。２人の対話者に共通しているこ

とは，先に「くり返し」を行っているというこ

とである。児童Ｃは，第６時以降も１回は「く

り返し」を行うようになった。その際，毎回対

話者が主語+動詞で「くり返し」を先に行ってい

た。児童Ｃはやり取りする際，対話者の発話を

参考にしているということが考えられる。表現

方法について理解していても，どのように伝え

たらよいのか考えており，表現に至るまでに時

間がかかってしまっていたのだろう。しかし，

多くの児童とやり取りすることで，少しずつ表

現方法を身に付け，発話することができるよう

になったのだと考える。 

 以上のことから，児童Ｃのように教師の指導

内容をすぐ実践することができなくても，友達

とのやり取りから学ぶことができるというこ

とが分かる。児童が様々なやり取りを経験する

ことが学びにつながるのである。対話方略を身

に付けさせるためには，やり取りを行う対話者

を固定するのではなく，より多くの児童と行う

状況を仕組むことが大切であると考える。 

(エ) 児童Ｄ 

 児童Ｄは事後調査において，対話方略の「一

言感想」と「さらに質問」を行うことができな

かった。しかし，10頁で示したように，検証授

業中は指導内容を生かし,「I see.」や「Me, too.」

などの「一言感想」や「Why?」や「How about you?」

などの「さらに質問」を行っていた。その一例

として，「くり返し」「さらに質問」を行うこ

とができていた第７時の様子を資料 10に示す。 

 

 

 

 

資料 10 第７時４人目とのやり取り 

 

事後調査においてできなかった要因は，事後

調査の方法にあったのではないかと考える。ま

ず１つ目は，事後調査を行う雰囲気である。検

証授業中の雰囲気と異なる状態でやり取りを

行うことが児童の緊張につながったのではな

いかと考える。２つ目は，対話者である。最終

的には誰とでもやり取りできることが望まし

いが，対話者との人間関係や，やり取りを継続

させようとする雰囲気によって異なる結果に

なることもあるだろう。 

以上のことから，事後調査の方法については

検討する必要がある。例えば，できるだけ授業

の雰囲気に近い状況を設定することや全員必

ず２人とやり取りを行うようにすることなど

が考えられる。いずれにしても，事後調査を行

う際，児童が身に付けている力を発揮できるよ

うにしなければならない。 

ウ 検証の視点２のまとめ 

アで述べてきたように，それぞれの Small 

Talk の指導過程において目指す児童の姿をほ

ぼ達成することができている。そのため，フォ

ーカス・オン・フォームの手法が手立てとして機

能していたことが分かる。このことから，フォー

カス・オン・フォームの手法を適用したSmall Talk

の指導は有効であったと言える。 

 また，抽出児童の姿から，①相手意識をもた

せる指導を行うこと②児童の発話を価値付け，

できるかもしれないという意欲をもたせるこ

と③対話者を固定せず，様々な対話者とやり取

りを行わせること④児童の実態に応じた事後

調査の方法を設定することが指導の際には必

要であると考える。 

児童Ｄ       児童 

What do you want?  
      I want dog. 
You want dog.  
Why? 
      Cute. 
Cute.  
      What do you want? 
I want books.  
      You want book. 
Yes. What dog do you want? 
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Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

 

〇 Small Talkの指導を通して，自分の考えを伝

え合うことができるようになったと確認するこ

とができた。 

〇 フォーカス・オン・フォームの手法を適用した

Small Talkの指導は，児童にとって効果的であ

ったと考える。また，教師が目的をもって臨むこ

とが児童の学びにつながっていくと実感するこ

とができた。 

〇 Small Talkを行うことで，児童自身が話せる

ようになった，できるようになったと実感してお

り，学習への意欲を高めることができた。 

 

２ 課題 

 

〇 フォーカス・オン・フォームの手法である

「リキャスト」の有効性を判断できなかった

が，児童に正しい英語に触れさせることは大

切であるため，有用性については今後確かめ

ていく必要がある。 

〇 Small Talkを継続して取り組み，学習を積み

重ねていくことで，児童はより豊かな表現で，自

分の考えを伝え合うことができるようになるだ

ろう。今後も，児童の意欲を継続させるための段

階的な指導や発話しやすい雰囲気づくりについ

て模索していきたい。 
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